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岡崎栄松教授退任記念論文集の刊行にさいして

経済学部長奥地　正

　岡崎栄松先生の定年によるご退職にさいして，『立命館経済学』において退任記念論文集を特

集し，ここに刊行することになりました 。

　岡崎先生は１９９６年３月３１日をもっ て， 定年によっ て立命館大学教授の職を退かれます。先生は

１９５７年４月に，２７歳で立命館大学経済学部の専任講師に就任されました。それ以来今日まで３９年

の長きにわた って，立命館大学および経済学部の発展のために尽力してこられました。この間の

先生の多大のご功績をたたえ，そのお人柄を敬愛し，ここにささやかながら記念論文集を編集 ・

刊行し，先生に贈呈することになりました 。

　岡崎先生は１９３０年に香川県は坂出市でお生まれになり ，戦後，旧制の第六高等学校（現岡山大

学の前身）を経て，１９５０年に東京大学経済学部に入学されました。東京大学では当時，経済学部

に開設されていた一連の講義科目　　舞出長五郎教授の経済原論，高橋幸八郎助教授の経済史 ，

大河内一男教授の社会政策，宇野弘蔵教授の恐１荒論，山田盛太郎教授の農政学なと　　を受講さ

れながら ，とくに宇高基輔助教授（当時）のもとで再生産論＝恐慌論の研究に力をそそがれまし

た。 卒業後は東京大学社会科学研究所の助手（ソ連部門）に就任され，４年問勤務された後 ，

１９５７年に立命館大学に専任講師として赴任されました。以来３９年，１９５９年に助教授，１９６８年に教

授に昇任されましたが，この問一貫して経済原論の担当者として学部および大学院の教育に当た

られる一方，研究面ではマルクスの『資本論』の研究を中心に業績を積み重ねてこられました 。

　岡崎先生は１９６５年１０月からほぼ１年問，英国はロンドンに留学され，主としてＬｏｎｄｏｎ

Ｓｃｈｏｏ１ｏｆ　Ｅ ｃｏｎｏｍｉｃｓ において研究に従事され，国際的な研究交流を果たされました 。

　また，この間，岡崎先生は助教授に昇任された後，愛媛大学文理学部（のち法文学部と改称）の

集中講義（科目は経済原論）を隔年で応嘱され，その後は同じ「経済原論」を関西大学商学部，甲

南大学経済学部，同志社大学経済学部などで講義してこられました 。

　岡崎先生のご研究の一端を紹介すれば，先生のご研究は，何よりもまず『資本論』の基本をな

す労働価値説の形成過程に向けられました。先生は本学に着任直後に発表された論文，「価値論

および分配論におけるアダム ・スミスとリカアドウ」（上 ・下）において，マルクスの労働価値説

の形成に関わ って，とりわけアダム ・スミスがもつ意義を鮮明にされ，労働価値説の理解を深め

られました。また，マルクスの『経済学 ・哲学手稿』における「疎外された労働」概念が『資本

論』の各概念に対してもつ意義を解明されました。こうした『資本論』の研究に関わる広範囲に

わたる ，さまざまな業績は，１９６８年に『資本論研究序説』として出版されました 。

　その後，エンゲルスの研究にも向かわれ，エンゲルスの『国氏経済学批判大綱』における ，そ

の後のマルクスの剰余価値概念につながる叙述等を解明されました。また，古典派経済学におけ

る労働価値説の「つまずきの石」となっ ていた生産価格について，アダム ・スミスがどのように

認識していて，それを理論上どのように取り扱 ったかを詳細に検討されました 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２５５）



　２　　　　　　　 ・　　　　　　　　立命館経済学（第４４巻 ・第３号）

　１９８０年代，大変残念なことに，先生はご健康のリズムを崩され，おおむねお仕事を中断せざる

をえませんでした。しかし，幸いにも最近は復調され，初期マルクスの研究をさらに進められ ，

再び執筆を進めておられます 。

　一方，先生は『資本論』の普及と経済学教育のために尽力してこられました。この面について

は， 本学着任の翌年，１９５８年に出版された『経済学講義』にはじまり ，『資本論を学ぶ』（全５

冊），『解説資本論』（全３冊）の編集 ・執筆にいたる ，さらには辞典類の編集にも及ぶ膨大なお仕

事を展開してこられました。この問の先生のお仕事は著書８ ，論文等３０余に結実しています 。

　この問，先生は学界では経済理論学会や経済学史学会の役員を長年にわた って務められ，学内

では経済学部長，図書館長，評議員等を歴任されました 。

　今日 ，２１世紀を目前にして，これからの大学における研究と教育，そして経済学と経済学部の

在り方について，根本的な問い直しとそれにもとつく抜本的な改革が必要となっ ていると思われ

ます。こうした時期に先生がご退任になることは経済学部にとっ て誠に惜しい限りでありますが，

これも時の定めでしょうか。私ども経済学部教授会は，先生の長年におよぶご功績に対して名誉

教授の称号をお贈りすることによっ て， 私どもの微意を表したいと考えます 。

　今後とも一層のご指導とご鞭捷をお願い申し上げるとともに，先生がご健康に十分に留意され ，

新たなご活躍を展開されますよう心から祈念して，送別の言葉といたします 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９９６年２月

（２５６）




